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第5回和漢薬研究所研究発表会
平成12年5月15日，朝9時から夕方6時まで，研究所全職員による研究発表会が開催された。本発表会の目
的は，各部門の研究状況を知ると同時に，職員が研究に対する自己点検評価をすることにある。全般的には昨
年の発表会から著しい進歩が見られたが，中には一層の努力が求められるケースもあったo 発表会終了後は学
生を含めた懇親会が和漢薬研究所のセミナ一室において行われた。以下に発表会のプログラムを示す。
1 .所長あいさつ「和漢薬研究所をめぐる諸課題についてJ
2 薬物代謝工学部門（9:10ー 10:10) 
1）薬物代謝工学の今後の方針
2）抗酸化ストラテジーの効果
3）生体分子との相互作用で考える和漢薬に関する研究
4）天然薬物を基源とする抗エイズウイルス薬の開発研究
3. 資源開発部門（10:10ー 10:40)
1)資源開発部門1999年度の活動概要と漢方用薬の医薬史学的研究
2）薬用・食用植物と誤認されやすい植物の鑑別に関する研究
4. 化学応用部門（10:40ー 1: 40) 
1）伝統薬物の生物活性物質の探索
2）薬物一蛋白質相互作用系解析の高速化
3）桃核承気湯のプロリルエンドベプチダーゼ阻害活性成分
4）新規キラル異方’性試薬2ATMAの合成とその有用性について
5. 臨床利用部門（13 : 00-1 3 :45) 
1）“Can you move one eye only ？”
2）臨床利用部門の基礎研究テーマ
3）マウスでのharoperidol単回投与並びに反復投与による運動活性低下作用の
発現はeicosapentaenoicacid添加飼料の摂食により影響されるか？
6. 病態生化学部門（13 : 45-14 : 30) 
1）癌転移及び免疫アレルギー性疾患の作用機序の解析と制御
2）免疫応答性（遺伝的体質）は変化するか
3）結腸癌細胞の浸潤および肝車珂多におよぼす神経ペプチド： VIPの影響
7. 研究所統一テーマ報告（14:30-14 :45) 
「アレルギー性皮膚炎モデ、ルを用いた漢方方剤の作用成分の探索研究」
教授服部征雄
助教授横津隆子
助手宮代博継
技官中村憲夫
教授薪 忠人
助手山路誠一
教授門田重利
助教授畑中保丸
助手手塚康弘
技官幸田恭治
教授浜崎智仁
助教授渡辺志朗
助手長津哲郎
教授済木育夫
助教授中島松一
助手村田 純
教授済木育夫
技官中村憲夫
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8. 生物試験部門（14 : 45-15 : 45) 
1)生物試験部門の研究課題と内容
2）心理的ストレスによる一酸化窒素系を介した脳内脂質膜損傷とそれに対する
抗不安薬およびベトナム人参サボニンの保護効果
教授渡辺裕司
助教授松本欣三
3）培養細胞を用いたセロトニン2C受容体サブタイプおよびRNA修飾によって
生ずるその亜系の細胞生理機能に関する研究
助手東国道久
4）一過’f割出虚血及びスコポラミン誘発の学習記憶障害に対する黄連解毒湯の作用 技官村上孝寿
9.薬効解析センター（15:45-16:30)
1）中国における漢薬並びに少数民族薬物の比較研究
2）神経回路網形成を機序とする抗痴呆薬開発を志向した伝統薬物の解析
3) Antidiabetic Activities of Propolis, Shilajit and Karela 
10. 漢方診断学部門（16:30-17: 30) 
1 ）漢方医学研修に関するアンケート調査と補中益気湯の慢性C型肝炎に
対する臨床効果
2）ヒト赤血球グルコース代謝と漢方医学的病態との関係
3）自覚的四肢冷感に対する当帰四逆加呉莱英生萎湯の効果に関する研究
4）肝疾患に有効な和漢薬の解析：モデルマウスにおける血清トランス
アミナーゼ値及び各種サイトカインmRNA発現量に及ぼす作用
1.恒常性機能解析部門（17 : 00-18 : 00) 
1) PTCA （経皮的冠動脈形成術）後再狭窄の病理的基盤とその制御
2) Balloon Catheter誘発血管内膜肥厚に対する柴胡加竜骨
牡蛎湯の抑制作用
助教授小松かっ子
助手東田千尋
客員助教授 PurusotamBasnet 
客員教授伊藤 隆
客員助教授喜多敏明
客員助教授柴原直利
寄付研究部門教員伏見裕利
客員教授丸山征郎
（前）研究機関研究員金 東郁
